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今 日我々日本人は、歴史始まって以来の豊かで平和 な生活 を享受 してい
る。高度経済成長後の生活水準の飛躍的な向上が人々のものの見方や価値観
を多様化させ、解放的で自由な生き方の追求を可能にした。しかしその反面










































































































観の対立 とニヒリズムの台頭、諸科学の発達に伴 う知識の増大 と人間像の
分裂という事態を、新たな時代の課題として積極的に受けとめ、分化 し多様

















した。その際、人間を単なる主観 としてではなく、自ら考え、感 じ、意欲 し




















































う問いは、何 をなすべ きか という問いと円環をなしている」「哲学的人間学
的なすべての認識は同時に直接 に教育学的な意味をもっている」「両者の間




























で実際的な教育問題の解決を急 ぐあまり、他の学問か ら知識を借 りて来るの
に極めて熱心であったが、それだけでは教育も教育学 もいつまでも他学の応
用学に甘ん じなければならない。教育学の自立のためには教育学者はもっと
早 くから教育学の人間学的な根底を哲学的に反省し、他学と比較 した独 自性
を明らかにして逆に他学に何を寄与できるかを問うべ きであったが、教育学




















いる。そして物はそれぞれ単独 に存在 し、その動 きが予め決定 されているの
ではなく、一見不動である物もその実幾重にも内と外に向って互いに連関し
て働き合い、全体 として絶えず変化 している。そしてこの変化、揺 らぎ、混

















てお り、人間だけでなく全ての生物 との 「共生」がこれか らの時代の課題だ
と考えられるようになっている。しかし、こうした変化や組織の考え方、共
生 といったことは、教育の経験 を通じてすぐれた教育者には既に予感 され発

















通底 している。教育(学)の 語源が子 どもの指導 を意味するpaidag6giaで
あることからも分 るように、教育の原型は大人が子 どものために善い と思っ


























どもを状況から切 り離 して対象 として観察するという基本的に実証科学的な
方法を使って子 どもを調べてきた。 しかしこの方法だけでは、生きた子 ども
の内実はつかめない。 もともと状況を捨象され物象化 された上に、部分的に




子 どもの理解 と子どもの理論は、抽象的な子 どもの一般論ではなく、それぞ





























注意 をするかもしれない。両親 も子 どもに勉強が足 りないといって叱るか も
しれぬ。こうしたことは日常よくあることであるが、これで子どもを教育 し
たことになるのだろうか。
この子 どもが0点 をとったのは事実だが、それは実際に学力がな くて分
らなかったのかもしれないし、昨夜別にすることがあって十分準備ができな
かったのかもしれない。準備はしたが試験中に虫歯が痛んで考えられなかっ










けてもこの子 どもが自分と世界 をどのように認識 しているかを知ることなし
に、叱責 したり黙殺すれば、せっか くの子どもの出したサイン、表現の意味






























きたさまざまな物事も新 しく教育学の問題として取り込み統合 して行 くこと
ができるし、そうすることでランゲフェル トの言うように、教育学を新 たに
「規範的実践的な子どもの人間学」 として拡大再構築 して行 くことができる
















入 し、子ども達を略奪し支配 しつつある可能性 を忘れてはいないか。 またそ
うしたことにならぬまで も、子 どもが何でも安易に視聴できることで、落着














ジュペリの言 うように 「そのことを覚えている大人はい くらもいない」。そ





























の中に、子 どもに対する配慮 と子 どもか らの展望が必要な時はないと言って
よい。子 どもの人間学が今 日最 も重要な基礎的人間学であるのはこのためで
ある。
四 子どもからみた教育の本道
ランゲフェル トが一九五〇年代末に提起 した子 どもの人間学的研究は、
客体 としての子 ども一般 ではな く主体 としての個々の子 どもの本質の理解































ラ トンが子 どもについて実際にどれほど知っていたかは疑わしいし、子 ども
をよく知 らぬ者を教育の専門家と考えることには問題があると言ったが、そ
れ以上に私にとって問題に思えるのは、現実の政治はもともとその時の社会
の課題 と直結 していて目標の短期の実現を目指 してお り、それが不随意的に












































であって、 また最 も今 日的な教育の課題であることが、漸 く人々に理解され
る状況になったと思 うのである。そこで次に、なぜそれが本質的なだけでな
く最 も今 日的な課題であるか、生涯教育論の歴史 と意義をめ ぐって省察 して
みたい。ともあれ、教育的人間学の登場 とランゲフェルトの規範的実践的な
子どもの人間学としての教育学の構想は、西洋世界内部において、時代に先
駆けてこの覚と創造の生涯教育への発想の転回を準備 したもの として私は画
期的であったと言って過言ではないと思うのである。
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